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プログラム 

1. 挨拶・研究委員会グループの紹介 

研究委員会グループ リーダー幹事 

渡邉 康司【大林組 技術研究所】 

2. 研究委員会・成果普及活動委員会からの活動報告 

・薬液注入工法の設計・施工法および試験法に関する研究委員会 

  幹事 佐々木隆光【強化土エンジニヤリング】 

・各種サウンディング技術の液状化調査手法としての適用性に関する 

研究委員会 

  幹事長 利藤房男【応用地質】 

・地盤リスクと法・訴訟等の社会システムに関する事例研究委員会 

  副委員長 伊藤和也【東京都市大学】 

・歴史遺産に関する今後の地盤工学研究の方向性検討研究委員会 

   幹事 藤井幸泰【深田地質研究所】 

・地盤情報を活用した首都直下型地震への対策検討委員会 

   幹事長 清木隆文【宇都宮大学】 

・極大地震時における表層地盤の強い非線形現象とその影響に関する 

研究委員会 

幹事 金田一広【竹中工務店】 

3. 意見交換（ディスカッション） 

地盤工学会関東支部研究委員会グループでは、活動中の研究委員会主催でデ

ィスカッションセッションを毎年開催してきました。第 7 回大会から装いを

新たに「研究委員会活動報告セッション」として現在活動中の研究委員会に

活動内容等を報告してもらい、研究委員会への要望、研究成果の展開につい

てフロアーを交えたディスカッションを行っています。多くの意見交換が出

来ればと期待しています。 
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幸
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公

財
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木
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隆
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エ
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ジ
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リ
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幹
事
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田

一
広

㈱
竹
中
工
務
店

幹
事

利
藤

房
男

応
用
地
質
㈱

研
究

委
員

会
グ
ル

ー
プ
幹

事
会

構
成

メ
ン
バ

ー

研
究

委
員

会
の

タ
イ
プ

・
研
究
委
員
会

与
え
ら
れ

た
研

究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調

査
・
研

究
活

動
を
行

な
う
。

活
動

期
間
は
原
則
3
年
間
。

（
成

果
普

及
の

活
動

の
た
め
に
活

動
期

間
を
延

長
で
き
る
。
）

・
調
査

検
討
委
員
会
（H22

年
度

か
ら
設

置
）

与
え
ら
れ

た
研

究
テ
ー
マ
の

範
囲

が
狭

い
も
し
く
は

萌
芽

的
で
あ
る

と
判

断
さ
れ

た
場

合
に
、
活

動
期

間
を
1
年
～
2
年

と
短

め
に
設

定
し

て
、
そ
の

間
に
研

究
委

員
会

と
し
て
の

設
立

可
能

性
を
検

討
す
る
。

・
特
別

委
員
会
（H23

年
度

か
ら
設

置
）

特
別

に
時

限
付

き
で
対

応
す
る
必

要
が

出
て
き
た
研

究
テ
ー
マ
を

対
象

に
活

動
を
行

う
委

員
会

（
公

共
機

関
等

（
国

の
機

関
も
し
く
は

関
東

地
域

の
自

治
体

な
ど
）
か

ら
の

調
査

依
頼

に
基

づ
く
受

託
研

究
活

動
な
ど
）

活
動
中
の
研
究
委
員
会

・
地

盤
リ
ス
ク
と
法

・
訴

訟
等

の
社

会
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
事

例
研

究
委
員
会

・
地

盤
情

報
を
活

用
し
た
首

都
直

下
型

地
震

へ
の

対
策

検
討

委
員

会

・
極
大
地
震
時
に
お
け
る
表
層
地
盤
の
強
い
非
線
形
現
象
と
そ
の
影

響
に
関

す
る
研

究
委

員
会

活
動
中
の
調
査
検
討
委
員
会

・
歴

史
遺

産
に
関

す
る
今

後
の

地
盤

工
学

研
究

の
方

向
性

検
討

委
員
会

普
及

活
動

中
の

研
究

委
員

会
（
成

果
普

及
活

動
委

員
会

）

・
各

種
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
技

術
の

液
状

化
調

査
手

法
と
し
て
の

適
用

性
に
関

す
る
研

究
委

員
会

・
薬
液
注
入

工
法
の
設
計
・
施
工
法
お
よ
び
試
験
法
に
関
す
る
研
究

委
員
会
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薬
液

注
入

工
法

の
設

計
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施

工
法

お
よ

び
試
験
法
に
関
す
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研
究
委
員
会

活
動
報

告

幹
事

佐
々
木
隆
光

（
強
化
土
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
㈱
）

研
究
委
員
会
の
活
動
方
針
（
背
景
や
目
的
）

•
平
成
22

年
度
～
23

年
度

「
薬

液
注

入
工

法
を
用

い
た
地

盤
改

良
技

術
の

今
後

の
展

開
に
関

す
る
調

査
検

討
会

」
1.

注
入
材
・
注
入
工
法
の
現
状
把
握
と
整
理

2.
注

入
材

の
基

本
的

な
性

質
に
よ
る
類
型

化
と
対

応
す
る
性

能
に
関
す
る
整

理

3.
既

存
施

設
の

延
命

化
に
関

す
る
設

計
・
施

工
法

に
関

す
る
調
査

検
討

会
の

結
果

（
例

え
ば

・
・
・
）

1.
注

入
材

の
耐

久
性

を
評

価
す
る
試

験
方

法
・
基

準
の

必
要

性

2.
液

状
化

対
策

・
沈

下
修

正
な
ど
の

既
設

構
造

物
の
延

命
化

に
関
わ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の

必
要

性

3.
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
（
施

工
法

・
設

計
法

）
の

可
能

性
の

検
討

4.
用
語
の

定
義

•
平
成
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年
度

よ
り
研

究
委

員
会

と
し
て
発

足

メ
ン
バ
ー
構
成

会
務

氏
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所
属

会
務

氏
名

所
属
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員
長

末
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直
晃

東
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都
市
大
学
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員

澤
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団
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光
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員
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田
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ソ
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委
員
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部

聡
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島
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設
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委
員

竹
内

仁
哉

日
特
建
設
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会
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ダ
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石
井
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成
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設
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員

利
田

靖
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曹
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員

稲
川

雄
宣
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式
会
社
大
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組

委
員

羽
田

哲
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ラ
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工
業
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会
社

委
員

今
井

敬
介

株
式
会
社
グ
ラ
ウ
ト
工
業

W
G

-3
リ
ー
ダ
ー

林
健
太
郎

五
洋
建
設
株
式
会
社

委
員

宇
野

浩
樹

大
成
建
設
株
式
会
社

委
員

深
田

久
株
式
会
社
不
動
テ
ト
ラ

委
員

江
藤

政
継

江
藤
技
術
士
事
務
所

委
員

水
野

健
太

若
築
建
設
株
式
会
社

W
G

-2
リ
ー
ダ
ー

大
野

康
年

東
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

委
員

本
橋

俊
之

株
式
会
社
大
阪
防
水
建
設
社

委
員

岡
田

和
成

日
本
基
礎
技
術
株
式
会
社

W
G

-1
リ
ー
ダ
ー

安
井

利
彰

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社

委
員

小
山

忠
雄

地
盤
注
入
開
発
機
構

委
員

鎗
田

哲
也

鹿
島
建
設
株
式
会
社

委
員

笠
間

清
伸

九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院

委
員

渡
邊

陽
介

ケ
ミ
カ
ル
グ
ラ
ウ
ト
株
式
会
社

委
員

小
峯

秀
雄

早
稲
田
大
学

委
員
会
活
動
内
容

W
G

目
的

WG1
改良
設計

(1)液
状

化
強

度
比

（Rℓ
20,5%

）
以

外
で
、
薬

液
注

入
改

良
土

の
特

性
を
考

慮
し
た
設

計
（
液

状
化

対
策
）
お
よ
び
品
質
管
理
の
検
討

WG2
注入
設計

(1)薬
液
注
入
工
法
の
適
用
地
盤
に
関
す
る
検
討
（
特
に
礫

質
地

盤
へ

の
適
用

性
に
関
し
て
）

(2)
液
状
化
対
策
を
目
的
と
し
た
場
合
の
注
入
率
と
改
良
率
の
検
討

WG3
施工

(1)施
工
方
法
と
品
質
に
関

す
る
調

査
・
研
究

(2)注
入
時
間
と
ゲ
ル
タ
イ
ム
の
関
係

(3)事
後
調
査
方
法
に
関
す
る
調
査
・
研
究

WG4
試験法

(1)試
験
条
件
が
改
良
効
果
に
及
ぼ
す
影
響
の
把
握
（
作
製
方
法
・
拘
束
圧
）

(2)耐
久
性
試
験
方
法
の
確
立
（シ

リ
カ
の
溶
脱

,
体
積
変
化
）

(3)促
進
試
験
の
検
討
（温

度
：
ア
レ
ニ
ウ
ス

,
水

交
換

：
シ
リ
カ
の

溶
脱

）

WG5
沈下
修正

(1)注
入

を
用

い
て
建

物
を
沈

下
修

正
す
る
工

事
を
実
施

す
る
業

者
の

多
く
は

、
中

小
規

模
の
業

者
で

独
自
の
設
計
施
工
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
分
析
・
整
理
し
、
課
題
を
抽
出
す
る
。

(2)沈
下
修
正
注
入
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
。

WG6
用語の
定義

(1)薬
液
注
入
の
品
質
、
施
工
を
検
討
す
る
上
で
、
あ
い
ま
い
に
な
り
う
る
用
語
・
表
現
を
洗
い
出
す
。

(2)そ
れ
ら
の
用
語
、
表
現
の
利
用
状
況
を
整
理
す
る
。

(3)可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
定
義
化
を
図
る
。
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委
員
会
活
動

成
果

・
活

動
報

告
書

作
製

241
ペ
ー
ジ

2,500
円

・330
冊

製
本

（
完

売
）

・2015
年

6
月

5
日

委
員

会
活

動
報

告
（
成

果
普

及
活

動
）

・
同

日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
（
口

頭
発

表
12

編
）

・
参

加
者

92
名

目
次

1.
薬
液
注
入
改
良
体
の
設
計

2.
注

入
設

計
に
関

す
る
調

査
・
検

討
3.

施
工

に
関

す
る
調

査
・
検

討
4.

試
験

法
に
関

す
る
調

査
・
研

究
5.

沈
下
修
正
注
入

6.
用

語
に
関

す
る
調

査
・
検

討

薬
液
注
入
に
よ
る
改
良
効
果
に
つ
い
て

強
度
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム

粒
径

が
改

良
強

度
に
及

ぼ
す
影

響

薬
液
注
入
に
よ
る
改
良
効
果
に
つ
い
て

-
2
0

-
1
5

-
1
0

-
5 0 5

1
0

1
5

2
0

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

繰
返

し
回
数

　
N
c
（
回
）

軸ひずみ　(%)

未
改
良

砂
（
応
力

比
=
0
.2
3
，
N
c
=
9
.5
）

沖
積
粘

性
土
(応

力
比
=
0
.2
9
，
N
c
=
2
4
)

薬
液
改

良
土
(応

力
比
=
0
.4
0
，
N
c
=
3
5
)

水
野
ら

薬
液
注
入
に
よ
る
改
良
効
果
に
つ
い
て

岡
ら
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ゲ
ル
タ
イ
ム
が
改
良
体
の
形
状
に
及
ぼ
す
影
響

林
ら

一
斉
試
験
に
よ
る
供
試
体
作
製
方
法
の
検
討

作
製
機
関

全
デ

ー
タ

A
B

C
D

A
~E

作
製
方
法

浸
透

法
混

合
法

密
度
調
整

締
固

め
締

固
め

空
中

落
下

締
固

め
締

固
め

薬
液
脱
気

な
し

あ
り

あ
り

あ
り

な
し

平
均
値

232kN
/m

2
159 kN

/m
2

214 kN
/m

2
276 kN

/m
2

302 kN
/m

2
226 kN

/m
2

変
動
係
数

25.8%
7.2%

16.2%
11.1%

4.1%
25.9%

供
試
体
本
数

113
本

15
本

15
本

16
本

14
本

53
本

・
報

告
書
内
容

最
新
の
研
究
事
例
・
検
討
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

・
今

後
の
予
定

各
機

関
で
の

さ
ら
な
る
研

究
・
検

討

出
前

講
演

（
要

請
に
応

じ
て
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
の
報
告
書
販
売

ま
と
め
と
今

後
の

予
定
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委
員

会
成

果
の

最
終

報
告

各
種

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
技

術
の

液
状

化
調

査
手

法
と

し
て

の
適

用
性

に
関

す
る

研
究

委
員

会
（
関

東
支

部
：2012

年
度

～
2014

年
度

）

1

委
員

会
の

目
的

と
検

討
内

容
【
目

的
】

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

最
新

動
向

を
国

内
外

か
ら

抽
出

し
、

様
々

な
観

点
か

ら
液

状
化

調
査

法
と

し
て

の
適

用
性

を
検

討
す

る
こ

と
で

、
今

後
数

多
く
実

施
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

液
状

化
調

査
の

迅
速

で
効

率
的

な
実

施
に

貢
献

す
る

。

【
検

討
内

容
】

１
）
液

状
化

判
定

に
有

効
な

国
内

外
の

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
技

術
資

料
の

収
集

、
整

理

２
）
抽

出
し

た
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

技
術

の
液

状
化

判
定

手
法

と
し

て
の

適
用

性
の

検
討

2

委
員

会
の

活
動

実
績

と
成

果
【
委

員
会

の
開

催
】

平
成
24

年
度

～
26

年
度

で
、

合
計
8
回

開
催

ワ
ー

キ
ン

グ
活

動
逐

次
実

施

【
千

葉
県

香
取

市
現

場
実

験
】

平
成
25

年
12

月
2
日

～
12

月
13

日
、

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
は
24

社
が

参
加

【
成

果
報

告
】

第
50

回
地

盤
工

学
研

究
発

表
会

の
DS‐9

で
発

表
、

討
議

発
表

会
の
CD

に
最

終
報

告
書

を
収

め
る

と
と

も
に

、
関

東
支

部
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
ア

ッ
プ

す
る

予
定

3

ワ
ー

キ
ン

グ
名

対
象

と
し

た
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

ワ
ー

キ
ン

グ
リ

ー
ダ

ー

W
G
1

動
的

貫
入

試
験

規
矩

大
義

（
関

東
学

院
大

学
）

W
G
2

回
転

貫
入

試
験

末
政

直
晃

（
東

京
都

市
大

学
）

W
G
3

静
的

貫
入

試
験

菊
池

喜
昭

（
東

京
理

科
大

学
）

①
動

的
貫

入
試

験
(
W

G
1
)

4
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D
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P
D
C
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打
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毎


小

型
：N

d 値
は

，
G
L
-
1
0
ｍ

～
1
2
m

ま
で

は
N
 値

と
比

較
的

調
和

的

小
型

中
型

大
型


中

型
：N

d 値
は

，
G
L
-
1
４

m
ま

で
は

N
 値

と
比

較
的

調
和

的


大

型
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d 値
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G
L
-
2
0
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ま
で
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和

的
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D
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
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隙
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圧
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ら
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推
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）
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の
他

の
サ

ウ
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デ
ィ
ン

グ


簡
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サ

ン
プ

リ
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扉
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
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ト
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細
砂

有
機

質
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混
り

シ
ル
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シ
ル

ト
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細
砂

細
砂

・
シ

ル

ト
互

層

シ
ル

ト
混

り

細
砂

有
機

質
土

混
り

シ
ル

ト

シ
ル

ト
質

細
砂

シ
ル

ト
混

り

細
砂

貝
殻

混
り

シ
ル

ト
質

細
砂

大
型

中
型

小
型

基
準

：
建

築
地

表
面

最
大

加
速

度
：
2
0
0
g
a
l

備
考

P
D
C
以

外
の

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
：

細
粒

分
含

有
率

は
，

標
準

貫
入

試
験

の
粒

度
試

験
結

果
を

使
用

P
D
C
1
：
2
0
㎝

毎
，

P
D
C
2
:１

打
撃

毎
7

ま
と

め
：
動

的
貫

入
試

験
-
適

用
範

囲
-

  G
L
±

 0m

G
L
－

  5m

G
L
－

10m

G
L
－

15m
・

D
PM

（
M

edium
）

規
定

98kJ/m
2相

当
以

上
の

貫
入

装
置

　
　

M
RS

等
・

PD
C

G
L
－

20m
・

D
PSH

（
Super heavy）

規
定

196kJ/m
2相

当
以
上

の
貫

入
装
置

　
　

SRS
等

・
PD

C

深
度

液
状

化
判
定

（
F

L 法
）

N
値

の
推

定
細

粒
分
含

有
率

の
推
定

・
D

PL
（

Light）
規

定
49kJ/m

2相
当
以

上
の

貫
入
装

置

　
　

PD
C

PT
等

・
扉
開

閉
式

サ
ン
プ

ラ
ー

・
手
動

式
バ

イ
ブ
ロ

サ
ン

プ
ラ
ー

・
PD

C


N

 値
推

定
の

精
度

向
上

①
ロ

ッ
ド

の
ト

ル
ク

計
測

に
よ

る
周

面
摩

擦
補

正
②

ド
ラ

イ
ブ

ハ
ン

マ
ー

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

補
正


土

質
判

別
（
細

粒
分

含
有

率
）
の

精
度

向
上

①
Ｐ

Ｄ
Ｃ

は
，

間
隙

水
圧

応
答

か
ら

F
C を

推
定

（精
度

の
向

上
が

必
要

）
②

簡
易

サ
ン

プ
リ

ン
グ

は
，

サ
ン

プ
リ

ン
グ

の
品

質
と

G
L
-
1
0
m

以
深

が
課

題
8
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②
回

転
貫

入
試

験
(
W

G
2
)

9

手
動

式
S
W

S
と

各
種

機
械

式
S
W

S
と

の
整

合
性

・
機

械
種

毎
の

傾
向

は
明

確
に

は
な

ら
な

か
っ

た
が

，
総

じ
て

標
準

貫
入

試
験

に
よ

り
得

ら
れ

た
N

値
よ

り
も

高
い

値
を

示
す

傾
向

に
あ

る
。

・
深

度
補

正
や

ロ
ッ

ド
周

面
摩

擦
の

影
響

を
考

慮
し

て
い

な
い

た
め

，
深

い
層

で
は

換
算
N

値
が

高
く
な

る
傾

向
に

あ
る

。

・
上

記
の

事
項

を
考

慮
し

て
深

度
補

正
や

ロ
ッ

ド
周

面
摩

擦
の

影
響

を
加

味
し

た
N

値
の

推
定

式
の

構
築

が
必

要
と

な
る

。 C
ase

名
試

験
装
置

形
式

SW
S
①

ジ
オ
カ
ル

テ
Ⅲ

自
動

SW
S
②

SST-100SE-25
Ⅱ

自
動

SW
S
③

IS-SW
S-1

半
自

動

SW
S
④

手
動

SW
S

手
動

本
試

験
で

用
い

た
試

験
機

種

10

ス
ク

リ
ュ

ー
ポ

イ
ン

ト
摩

耗
具

合
の

比
較

•新
品

の
ス

ク
リ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

よ
り

も
摩

耗
ス

ク
リ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

の
方

が
貫

入
し

や
す

い
傾

向
を

示
し

た
。

•ス
ク

リ
ュ

ー
ポ

イ
ン

ト
の

摩
耗

具
合

に
よ

っ
て

は
，
N

値
の

推
定

値
を

過
大

・
過

小
評

価
す

る
恐

れ
が

あ
る

。

地
点

１
11

縦
軸

：SP‐A
新

品
横

軸
：
摩

耗

ま
と

め
：
回

転
貫

入
試

験

・
現

在
，

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

式
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

試
験

を
代

表
と

し
た

回
転

貫
入

試
験

に
お

い
て

は
，

土
質

の
判

別
や

地
下

水
位

の
計

測
が

行
え

な
い

た
め

，
F
L

法
に
よ
る

液
状
化
判
定
は
回
転
貫
入
試
験
単
独
で
は
出
来
な
い
。

・
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
式

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
孔

を
利

用
し

た
様

々
な

簡
易

サ
ン

プ
リ

ン
グ

手
法

お
よ

び
地

下
水

の
測

定
方

法
が

数
多

く
提

案
さ

れ
て

い
る

が
液

状
化

の
発

生
が

考
え

ら
れ

る
よ

う
な

緩
い

砂
地

盤
で

は
，
SW

S孔
が

閉
塞

す
る

こ
と

が
多

く
地

下
水

位
の

計
測

お
よ

び
サ

ン
プ

リ
ン

グ
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

場
合

に
お

い
て

も
見

誤
ら

な
い
地

下
水

位
測

定
法
お

よ
び

サ
ン

プ
ラ
ー
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ

る
。

・
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
式

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
試

験
孔

に
お

け
る

液
状

化
判

定
の

精
度

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
は

，
手
動
式
の
試
験
結
果
と
機
械
式
の
試
験
結
果

と
の
整
合
性
な
ど
を
検
討
し
，
提
案
式
の
合
理
化
や
高
度
化
を
図
る
と

も
に
周
辺
技
術
を
併
用
し
て
実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

12
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静

的
貫

入
試

験
(
W

G
3
)
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香
取
市
現
場
実
験

機
種
の
違
い
に
よ
る
測
定
結
果
の
違
い
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ま
と
め
：
静
的
貫
入
試
験
（
C
P
T
）


機

種
に

よ
る

測
定

結
果

（
先

端
抵

抗
，

周
面

摩
擦

，
間

隙
水

圧
）
の

違
い

•
調

査
位

置
の

違
い

に
よ

る
土

層
構

成
の

違
い

と
み

ら
れ

る
相

違

•
全
体
的
な
傾
向
は
，
良
く
一
致


R

o
be

rtso
n
に

よ
る

土
質

性
状

分
類

•
機
種
に
よ
ら
ず
，
ほ
ぼ
同
様
な
分
類

•
標
準
貫
入
試
験
試
料
に
よ
る
粒
度
試

験
結
果
と
ほ
ぼ
整
合


液

状
化

判
定

結
果

•
N
値
及
び
粒
度
試
験
結
果
か
ら
求
め
た
も
の
と
良
く
一
致

17

３
年

間
の

委
員

会
活

動
に

参
加

し
て

い
た

だ
い

た
方

、
手

弁
当

で
現

場
実

験
に

参
加

し
て

い
た

だ
い

た
方

に
、
感

謝
い

た
し

ま
す

。

18
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1

地
盤

リ
ス
ク
と
法
・
訴

訟
等

の
社

会
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
研

究
委

員
会

活
動

報
告

公
益

社
団

法
人

地
盤

工
学

会
関

東
支

部
地

盤
リ
ス
ク
と
法

・
訴

訟
等
の

社
会

シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
研

究
委

員
会

副
委

員
長

：
伊

藤
和

也
（
東

京
都

市
大

学
）

幹
事

長
：
渡

邉
康

司
（
大

林
組

技
術

研
究

所
）

2015.10.09
G

eo-kanto2015
今

ま
で
の

取
り
組

み

2

2008
年

～
2011

年
委

員
長

：
日

下
部

治
，
幹

事
：
伊

藤
和

也

【
活

動
内

容
】


関
東
支
部
発
表
会
で

D
S
主
催


全
国

大
会
で

D
S
主
催


地

盤
工

学
会

誌
で
講

座
「
地

盤
工

学
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
掲
載

（
１
）
地

盤
工

学
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
研

究
委

員
会

今
ま
で
の

取
り
組

み

2012
年
～

2013
年

委
員

長
：
稲

垣
秀

輝
，
幹

事
長

：
伊

藤
和

也


2013

年
4
月

26
日
発
刊

（188
ペ
ー
ジ
，1800

円
（
会

員
価

格
1260

円
）


地
盤
工
学
会
誌
特
集
号
に
委
員
会
関
連
で

6
編
掲
載


「
役

立
つ

!!地
盤

リ
ス
ク
の

知
識

」
講

習
会

（50
名
程
度
参
加
）

（
２
）
「
役

立
つ

!!地
盤

リ
ス
ク
の

知
識

」
出

版
委

員
会

委
員

長
：
稲

垣
秀

輝
，
副

委
員

長
：
伊

藤
和

也
，
幹

事
長

：
渡

邊
康

司

＜
今
年
で

3
年

目
（
最

終
年

度
）
＞

2013
年

7
月

「
地

盤
リ
ス
ク
と
法

・
訴

訟
等

の
社

会
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
研

究
委
員

会
」

活
動

開
始

委
員

会
構

成
メ
ン
バ

ー

4

委
員

会
の

特
徴

・
弁

護
士

・
保

険
業

・
不

動
産

業
・
・
・

地
盤
工
学
分
野
と
は
異
な
る
分
野
の
委
員

が
参
画


前

身
委

員
会

と
同

様

総
勢

41
名

（
平

成
27

年
8
月

末
現

在
）
の

大
所
帯
で
活
動
中

会
務

※
氏

名
所

属

顧
問

日
下
部

治
茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校

委
員
長

稲
垣

秀
輝

株
式
会
社
環
境
地
質

副
委
員
長

伊
藤

和
也

東
京
都
市
大
学

幹
事
長

渡
邉

康
司

株
式
会
社
大
林
組
技
術
研
究
所

幹
事

大
里

重
人

株
式
会
社
土
質
リ
サ
ー
チ

幹
事

菊
本

統
横
浜
国
立
大
学

幹
事

吉
岡

和
弘

吉
岡
和
弘
法
律
事
務
所

幹
事

上
野

誠
株
式
会
社
建
設
環
境
研
究
所

幹
事

河
合

敏
男

河
合
敏
男
法
律
事
務
所

幹
事

谷
合

周
三

谷
合
周
三
法
律
事
務
所

副
幹
事

本
橋

あ
ず
さ

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式

会
社

委
員

福
田

徹
也

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ク

委
員

中
山

健
二

川
崎
地
質
株
式
会
社

委
員

大
日
方

尚
巳

株
式
会
社
近
代
設
計

委
員

小
嶋

茂
人

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ロ
ア

委
員

笹
倉

剛
鹿
島
建
設
株
式
会
社
技
術
研
究
所

委
員

薦
田

哲
紀
ノ
川
法
律
事
務
所

委
員

岸
田

隆
夫

広
島
工
業
大
学

委
員

渡
部

要
一

国
立
研
究
開
発
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究

所

委
員

伊
奈

潔
中
央
建
鉄
株
式
会
社
中
央
技
術
研
究
所

委
員

規
矩

大
義

関
東
学
院
大
学

委
員

赤
木

寛
一

早
稲
田
大
学

委
員

中
村

裕
昭

株
式
会
社
地
域
環
境
研
究
所

委
員

金
田

朋
之

日
本
物
理
探
鑛
株
式
会
社

委
員

斎
藤

良
太
郎

高
倉
工
業
株
式
会
社

委
員

内
山

勝
麗

株
式
会
社
都
市
・
地
盤
研
究
所

委
員

金
田

一
広

株
式
会
社
竹
中
工
務
店

委
員

喜
内

敏
夫

芙
蓉
地
質
株
式
会
社

委
員

水
野

二
十
一

委
員

片
岡

英
夫

東
急
建
設
株
式
会
社

委
員

小
林

浩
朝
日
航
洋
株
式
会
社

委
員

武
田

耕
造

三
信
建
設
工
業
株
式
会
社

委
員

千
葉

晃
平

千
葉
晃
平
法
律
事
務
所

委
員

大
串

豊
M

&K
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会

社

委
員

片
山

尚
之

片
山
建
築
設
計
事
務
所

委
員

中
川

寛
子

株
式
会
社
東
京
情
報
堂

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

笹
原

克
夫

高
知
大
学

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

齋
藤

拓
生

つ
ば
さ
法
律
事
務
所

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

平
山

建
治

建
設
計
事
務
所

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

下
野

勘
智

横
浜
国
立
大
学
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活
動

方
針

（
目

的
）

5

前
身

委
員
会
で
残
さ
れ
た
課
題
に
加
え
て
，
現
在
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
宅

地
地

盤
の

問
題

も
含

め
て
下

記
の

項
目

に
関

し
て
検

討


判

例
と
地

盤
リ
ス
ク
に
関

す
る
研

究


法

令
と
地

盤
リ
ス
ク
に
関

す
る
研

究


宅
地
地
盤
の
品
質
確
保
の
た
め
の
研
究


地
盤
の
脆
弱
性
に
関
す
る
研
究

「
地

盤
リ
ス
ク
と
法

・
訴

訟
等

の
社

会
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
研

究
委
員

会
」

現
在
ま
で
，13

回
の
委
員
会
を
実
施

第
1
回

平
成

25
年

7
月

11
日

第
6
回

平
成

26
年

6
月

13
日

第
11

回
平
成

27
年

4
月

17
日

第
2
回

平
成

25
年

9
月

10
日

第
7
回

平
成

26
年

8
月

27
日

第
12

回
平
成

27
年

7
月

8
日

第
3
回

平
成

25
年

11
月

15
日

第
8
回

平
成

26
年

10
月

14
日

第
13

回
平
成

27
年

9
月

10
日

第
4
回

平
成

26
年

1
月

24
日

第
9
回

平
成

26
年

12
月

17
日

第
5
回

平
成

26
年

4
月

11
日

第
10

回
平
成

27
年

2
月

12
日

活
動

報
告

6

1.
話

題
提

供


各
分
野
の
委
員
の
話
題
提
供
に
よ
り
，

問
題

点
の

抽
出

・
共

有
化

を
は

か
っ
た

2.
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
活

動


２
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（5

つ
の
サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
）
に
て
活
動

(1)
宅
地
品
質

W
G

判
例

・
宅

地
品

質
・
法

令
サ

ブ
W

G
(2)

地
盤
脆
弱
性

W
G

脆
弱

性
・
法

令
サ

ブ
W

G

委
員

会
活

動
状

況

(1)
自

治
体

の
条

例
お
よ
び
技

術
指

針
の

収
集

・
整

理

委
員

会
活

動
報

告
（
進

捗
状

況
）

①
宅

地
品

質
W

G

宅
地

安
全

性
確

保
に
関

し
て
，
各

自
治

体
の

条
例

や
技

術
指

針
類

の
整

備
状

況
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
情
報
提
供
依
頼
書
を
送
付
し
関
連
資
料
の
収
集
を
行
な
っ
て
い
る
。

(2)
地

盤
情

報
シ
ー
ト

(3)
判

例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

現
在

，
宅

地
に
関

す
る
判

例
を

50
例
程
度
収
集
し
た
。
今
後
，
収
集
し
た
判
例
を
分
析
し
，
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
図

る
。
判

例
を
分

析
し
，
宅

地
品

質
確

保
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記

載
す
べ
き
項
目
の
洗
い
出
し
を
行
な
う
。

宅
地

地
盤

の
品

質
を
確

保
す
る
際

に
必

要
と
な
る
地
盤

情
報

シ
ー
ト
に
関

し
て
検

討
を
開

始
し
た
。
地
盤
情
報
シ
ー
ト
に
記
載
す
べ
き
項
目
を
検
討
し
，
地
盤
情
報
シ
ー
ト
の
整
理
を
進
め

る
。

成
果
①

「
宅
地
地
盤
の
品
質
確
保
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

成
果
②

「
地
盤
情
報
シ
ー
ト
」
の
整
備



2015/10/93

(1)
自
然
災
害
に
対
す
る
国
土
安
全
性
指
標
の
整
理

委
員

会
活

動
報

告
（
進

捗
状

況
）

②
脆

弱
性

評
価

W
G

自
然

災
害

に
対

す
る
安

全
性

指
標

（G
N

S
）
の
評
価
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，

国
連
レ
ポ
ー
ト
等
の
既
往

Indexの
整

理
を
進

め
た
。
ま
た
，

G
N

S
の
指
標
算
出
方
法
や
世

界
の
様
々
の
国
の

G
N

S
と
日
本
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
も
検
討
を
行
い
，
試
行
的
に
都
道

府
県

別
の

G
N

S
を
算
出
・
公
開
し
た
。

(2)
法
令
の
整
理

G
N

S
の

評
価

に
お
い
て
は

，
関

連
す
る
法

令
も
数

多
く
あ
る
。
そ
こ
で
，
関

連
す
る
法

令
を
収

集
・
整
理
す
る
と
と
も
に

G
N

S
評

価
へ

の
反

映
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
，
脆

弱
性

W
G
で

は
，
国

際
法

に
着

目
し
て
整

理
を
進

め
る
。

成
果

①
自

然
災

害
に
関

す
る
国

土
の

安
全

性
指

標
G

N
S(G

ross N
ational Safety for N

atural D
isasters)

・
都
道
府
県
版
（G

N
S

2015
）

http://w
w

w.jiban.or.jp/kantou/group/pdf/G
N

G
2015.pdf

研
究

委
員

会
成

果
の

今
後

の
活

動
予

定

研
究
委
員
会
活
動
期
間
：

平
成

25
年

7
月
～
平
成

28
年

3
月

（
予

定
）

委
員
会
開
始
当
初
の
委
員
長
の
目
標

2
年
目
：
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
，
支
部
発
表
会

D
S

3
年
目
：
学
会
誌
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
，
書
籍
化

2
年

目
：
支

部
発

表
会

D
S
，
土

木
学

会
と
の

共
催

研
究

集
会

G
N

S
2015

冊
子
公
開

3
年

目
：
土

木
学

会
研

究
討

論
会

，
支

部
発

表
会

D
S
，
県
支
部
セ
ミ
ナ
ー
，

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
地
盤
情
報
シ
ー
ト
等
の
提
示
等
の
検
討

4
年

目
：
地

盤
工

学
研

究
発

表
会

D
S
へ

の
応

募
・
・
・

地
盤

工
学

と
他

分
野

と
の

『
架

け
橋

』
と
な
る
将

来
展

望
を
提

示
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研
究
委
員
会
グ
ル
ー
プ
報
告
セ
ッ
シ
ョ
ン

歴
史
遺
産
に
関
す
る
今
後
の

地
盤
工
学
研
究
の
方
向
性
検
討
委
員
会

防
衛
大
学
校

正
垣

孝
晴
（
委

員
長
）

深
田
地
質
研

究
所

○
藤

井
幸
泰
（

幹
事
）

歴
史
遺
産
に
関
す
る
方
向
性
検
討
委
員
会

•
設

立
の

経
緯

–
土

木
史
跡
委

員
会
（
前
委

員
会
）
に
つ

い
て

•
第

1
回

委
員

会
開

催

•
横

須
賀

製
鉄

所
（

造
船

所
）

創
設

1
5
0
周

年
記

念
講

演
会

開
催

（
8
月

8
日

）

•
今

後
の

予
定

–
Ｇ
ｅ
ｏ
Ｋ
ａ
ｎ
ｔｏ

２
０
１
５

Ｄ
Ｓ

–
次

回
委
員
会

設
立
の
経
緯

•
歴

史
的

構
造

物
（
遺

跡
）
は

過
去

の
社

会
シ
ス
テ
ム

や
文
化
の
み
な
ら
ず
，
建
設
技
術
等
に
関
す
る
情

報
を
現
代
に
遺
す
人
類
の
遺
産
で
あ
る
。

•
地

盤
工

学
会

関
東

支
部

の
「
土

木
史

跡
委

員
会

」

–
江
戸
期
以
降
の
土
木
史
跡
の

地
盤
工
学
的
分
析
・
評
価

に
関

す
る
研

究
委

員
会

–
2011

年
度
設
立
，
14

年
度

広
報

委
員

会
活

動
で
終

了

土
木
史
跡
委
員
会
（2011‐14

年
度
）

•
H26/10/10 「

土
木

史
跡

の
地

盤
工

学
的

分
析
・
評
価

に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
幕

を
閉

じ
る

•
ATC19

（
地

盤
遺

産
）
国

内
委

員
会

と
の

共
催

•
研
究

委
員

会
活

動
報

告
–
土
木

遺
産

の
現

状
な
ど

–
Ｗ
Ｇ
（
港

湾
・
地

下
空

間
・
地

上
構

造
物

）

•
土

木
史

跡
一

般
の

セ
ッ
シ
ョ
ン

•
一

般
発

表
セ
ッ
シ
ョ
ン

–
材
料

の
維

持
管

理

–
設
計

施
工
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土
木
史
跡
委
員
会
（2011‐14

年
度
）

•
H26/10/10 「

土
木

史
跡

の

地
盤

工
学

的
分

析
・
評

価
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

•
学
際
分
野

–
地
盤
工
学

–
地
質
・
岩
石

–
文
化
財

–
人
文
系

設
立
の
経
緯

•
歴

史
的

構
造

物
（
遺

跡
）
は

過
去

の
社

会
シ
ス
テ
ム
や

文
化
の
み
な
ら
ず
，
建
設
技
術
等
に
関
す
る
情
報
を
現

代
に
遺

す
人

類
の

遺
産

で
あ
る
。

•
地
盤
工

学
に
関

す
る
研

究
も
続

け
ら
れ

て
き
た
。

–
Ｔ
Ｃ
３
０
１
，
Ａ
Ｔ
Ｃ
１
９
の
活
動
な
ど

–
土

と
基

礎
，
地

盤
工

学
会
誌

で
の
講

座
や

特
集
な
ど

•
し
か

し
体

系
的

な
研

究
や

，
市

民
へ

の
広

報
活

動
が

充
分

で
あ
っ
た
と
は

言
え
な
い
。

•
遺
跡
に
対

す
る
地

盤
工

学
会

と
し
て
の

役
割

や
，
研

究
委
員
会
へ
の
発
展
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

歴
史
遺
産
に
関
す
る
方
向
性
検
討
委
員
会

•
地
盤
工
学
的
遺
産
情
報
の
集
積
方
策

•
地
盤
工
学
遺
跡
の
ダ
メ
ー
ジ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
保
全

研
究
の
推
進
方
策

•
地

盤
工

学
の

技
術

史
や

編
年

変
化

の
検

討
方

策

•
土

木
史

跡
の

保
存

と
活

用
に
関

す
る
地

盤
工

学
的

な
基

本
方

針
を
ま
と
め
る
こ
と
を
試

み
る

•
欧

米
の

地
盤

工
学

関
係

学
会

と
の

，
歴

史
遺

産
研

究
分
野
で
の
連
携
強
化
の
方
策
の
検
討

第
1
回
委
員
会
開
催
（6/15

）

•
設
立

趣
意
書

•
横
須

賀
製
鉄
所
創
設
150

周
年

記
念

講
演

会

•
G
eoKanto

2015
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

•
今
後
の
活
動
方
針

–
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

•
地

盤
的

な
価

値
＋

歴
史

学
や

軍
事

・
防

衛
学

等
の

学
際
的
な
視
点
が
重
要

•
た
だ
し
学

際
的

な
視

点
は

実
施

す
る
の

が
難

し
い
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横
須
賀
製
鉄
所
（
造
船
所
）
創
設
1
5
0
周
年

記
念
講
演
会
開
催
（
8
/
8
）

横
須
賀
製
鉄
所
（
造
船
所
）
創
設
1
5
0
周
年

記
念
講
演
会
開
催
（
8
/
8
）

横
須
賀
製
鉄
所
（
造
船
所
）
創
設
1
5
0
周
年

記
念
講
演
会
開
催
（
8
/
8
）

•
質

疑
応

答
と
歴

史
遺

産
の

継
承

に
つ
い
て

司
会

：
昌

子

講
演
者
：

正
垣
，

藤
井
，

中
山

横
須
賀
芸

術
劇
場

ヨ
コ
ス
カ
・
ベ
イ
サ
イ
ド
・
ポ
ケ
ッ
ト

横
須
賀
製
鉄
所
（
造
船
所
）
創
設
1
5
0
周
年

記
念
講
演
会
開
催
（
8
/
8
）

•
３
３
１
名

の
来

場
者

（
横

須
賀

市
が

驚
く
ほ

ど
多

数
）
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横
須
賀
製
鉄
所
（
造
船
所
）
創
設
1
5
0
周
年

記
念
講
演
会
開
催
（
8
/
8
）

•
ロ
ビ
ー
で
は

写
真

展
な
ど
も
（
委

員
が

説
明

）

横
須
賀
製
鉄
所
（
造
船
所
）
創
設
1
5
0
周
年

記
念
講
演
会
開
催
（
8
/
8
）

•
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施

（115
名

か
ら
回

答
）

•
「
具

体
的

で
わ

か
り
や

す
い
」
，
「
新

側
面

の
啓

蒙
を

受
け
た
」
，
「
維

持
・
管

理
の

重
要

性
を
認

識
で
き

た
」
等
の
好
意
的
な
意
見

•
「
専

門
的

で
難

し
い
」
「
も
っ
と
一

般
向

け
の

内
容

に
し
て
欲

し
い
」
等

の
意

見
も

•
一

般
市

民
に
向

け
て
わ

か
り
や

す
く
お
話

す
る
こ
と

の
難

し
さ
を
認

識

G
eoKanto

2015 DS
歴
史
遺
産
の
保
全
に
向
け
た
地
盤
研
究
の
最
前
線

会
場

：
み

ら
い
CAN

ホ
ー
ル

•
話

題
提

供
（
6
0
分

）
–
ド
ロ
ー
ン
を
用

い
た
土

木
遺
産

の
調

査
と
保
全

（
第
ニ
海
堡
を
例
示
し
て
）

野
口
孝
俊
氏
（
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
）

–
土
木
遺
産
の
風
化
・
劣
化
評
価
－

海
外
に
お
け
る
調
査
事
例

小
口
千
明
氏
（
埼
玉
大
学
）

–
明
治
初
頭
の
巨
大
木
造
建
築
の
基
礎
と
建
物
の
変
形
（
富
岡
製
糸

場
と
白
壁
兵
舎
を
例
示
し
て
）

正
垣
孝
晴
氏
（
防
衛
大
学
校
）

•
パ

ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
（
3
0
分

）
司
会
・
進
行
：
藤
井
幸
泰

（
公
益
財
団
法
人

深
田
地
質
研
究
所
）

ご
来

場
を
お
待

ち
し
て
ま
す
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地
盤
情
報
を
活
用
し
た
首
都
直
下
型
地
震
へ
の

対
策
検
討
委
員
会

清
木
隆
文
（
宇
都
宮
大
学
）

1

委
員

長
：
安

田
進

先
生

(東
京
電
機
大
学

)
産
官
学
、
委
員

13
名
，
幹
事

1
名
，
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

1
名

か
ら
構

成

委
員
を
公
募
し
、
新
規
の
委
員
を
追
加
予
定
。

2


「
関
東
地
域
に
お
け
る
地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
と
公

開
検
討
委
員
会
」(2006

年
5
月
～

2008
年

3
月

)


「
関
東
地
域
に
お
け
る
地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運

用
と
活

用
検
討
委
員
会
」(2008

年
6
月
～

2011
年

5
月

)
書
籍
「
関
東
の
地
盤
」2010

年
度
版
の
発
刊

(2010
年

11
月

)


関
東
地
域
に
お
け
る
地
盤
情
報
の
社
会
的
・
工
学
的
活
用
法

の
検
討
委
員
会
の
活
動

(2011
年

5
月

～
2014

年
6
月

)
新
・
関
東
の
地
盤
～
増
補
地
盤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

地
盤

モ
デ

ル
付

～
(2014 年

版
)の

発
刊

(201
４
年

6
月

)

3


新

・
関

東
の
地

盤
～

増
補

地
盤

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
と

地
盤
モ
デ
ル
付
～

(2014 年
版

)の
販

売
を
継

続


関

東
地

域
に
お

け
る
地

盤
情

報
の
社

会
的

・
工

学
的

活
用

法
の
検

討
委

員
会

の
活

動
(成

果
普
及
委

員
会

)
(2014

年
6
月
～

2015
年

3
月

)


地

盤
情

報
を
活

用
し
た
首

都
直

下
型

地
震

へ
の
対

策
検
討
委
員
会

(2015
年

6
月
～

2017
年

3
月

)

4
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
本

委
員

会
で
は
、
地

盤
情

報
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
や

地
盤

モ
デ

ル
を
地

震
防

災
や

減
災

に
役

立
て
る
た
め
，
継

続
的

な
地

盤
情

報
の
収

集
と
地

盤
モ
デ

ル
の
高

度
化

を
実

施
し
ま
す

。


ま
た
，
近

い
将

来
の
発

生
が
想

定
さ
れ
て
い
る
首

都
直

下
型

地
震

に
つ

い
て
は
，2011

年
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に
よ
っ
て
関

東
地

域
の
広

範
囲

で
発

生
し
た
宅

地
被

害
等

を
整

理
し
た
上

で
，
地

盤
モ
デ

ル
の
高

精
度

化
を
実

施
す

る
と
と
も
に
，
地
震
応
答
解
析

等
に
基

づ
い
た
地

盤
増

幅
評

価
や
液

状
化

評
価

に
関

す
る
考

察
を
行

い
，
将

来
起

こ
り
得

る
地

震
被

害
想

定
を
実

施
し
ま
す

。


本

委
員

会
の
研

究
成

果
は
，
地

方
自

治
体

に
お

け
る
地

震
防

災
や

減
災

に
役

立
て
る
た
め
，
第

3
版

の
「
関

東
の
地

盤
」
と
し
て
の
発

刊
を
目

指
し
ま
す

。
5


ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
収
集
、
整
理
地
区
の
拡
大


電

子
地

盤
図

作
成

地
区

の
拡

大


地

盤
デ

ー
タ
活

用
方

策
の
検

討


第

2
版

の
完

売


第

3
版

の
発

行


各
地
で
の
講
習
会

6

平
成

27
年

度
の
活

動


委
員
会
の
構
成
を
確
定
し
、
委
員
会
を

3
回

程
度
開
催


2011

年
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に
伴

う
関
東
地
域
内
の
地
盤
災
害
に
関
す
る
情
報

共
有
。


新

・
関

東
の
地

盤
(2014)の

販
売

を
促

進


G

eo-K
anto2015

の
D

S
な
ど
で
成
果
を
発

表
の
予

定

7

（1
）
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
に
よ
る
関

東
地

域
の

地
盤

被
害

の
全

貌
の
把

握
・
分

析

（2
）
宅

地
等

に
お

け
る
地

盤
被

害
の
予

測
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
高

精
度

・
高

信
頼

性
化

（3
）
地

盤
工

学
会

H
P
で
の
公

開
な
ら
び

に
書

籍
発

行

8
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２
０
１
４


関
東
地
域

40
万
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
一
部
収
集

→
2010

年
度

版
と
比

べ
て
約

2
倍
に
な
る
予
定

→
関
東
地
域

8
都
県
と
一
部
公
益
法
人
の
デ
ー
タ
追
加


地
盤
モ
デ
ル
の
構
築

(各
都
県
の
主
要
都
市
で
作
成
中

)


311
以
降
の
震
災
に
よ
る
地
盤
災
害
と
そ
の
対
策


地
盤
モ
デ
ル
の
表
示
ソ
フ
ト

→
防

災
科

研
の
Ｖ
ｉｅ
ｗ
ｅ
ｒ


地
盤
モ
デ
ル
の
地
震
応
答
解
析
・
液
状
化
判
定
へ
の
活

用
方
法
の
紹
介

→
解

析
事

例
を
紹

介


地
盤

D
B
表
示
ソ
フ
ト

→
2010

年
度

版
か
ら
更
新9

10

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ａ
）デ

ー
タ
ベ
ー
ス
（Ｂ

）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｃ
）

地
盤
工
学
会
関
東
支
部

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

デ
ー
タ
提
供

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
D
）

デ
ー
タ
提
供

デ
ー
タ
を
D
V
D
に
収

納
（
閲

覧
ソ
フ
ト
付

）

地
盤

工
学

会
関
東

支
部

に
よ
る

デ
ー
タ
の

チ
ェ
ッ
ク

品
質

確
保

地
盤

工
学

会
関

東
支
部

に
よ
る

地
盤

解
説

書
の
作

成

地
盤

工
学

会
関
東

支
部
に
よ
る

地
盤
解

説
書
「
関

東
の

地
盤
」

（
付

録
D
V
D
：
基

礎
D
B
収

録
）

＜
地
盤

工
学
会
関
東

支
部
＞

柱
状
図
等
の
デ
ー
タ
を
継
続
的

に
蓄

積
し
て
，

改
定
版
を
継

続
的
に
公
開
す
る

①
公

平
性

・
学

際
性

が
担

保
さ
れ
る

②
地

盤
工

学
の
学

術
的

発
展

に
貢

献
で
き
る

③
情

報
の
公

開
性

が
促

進
さ
れ
る

④
情
報
の
信
頼
性
と
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
の
向
上
に

貢
献
で
き
る

⑤
調

査
・
試

験
方

法
と
の
整

合
性

が
考

慮
さ
れ
る

⑥
国

際
的

な
発

展
性

へ
の
シ
ン
グ
ル
・
ボ
イ
ス
が
確

立
す
る

11
12

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

237
ペ
ー
ジ

定
価

23,000
円

，(会
員

特
価

16,000
円

)
500

冊
限

定
販

売
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
更
新
点
：

デ
ー

タ
数

：69,810
本

（
前

回
39,417

本
）


シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
良


土
質
試
験
結
果
表
示
機
能
、

W
indow

s7
対
応
，
ボ
ー
リ
ン
グ
位

置
表
示
機
能
の
向
上 13

D
V

D
に
収
納
し

た
デ

ー
タ

の
内

容
 

ご
提

供
頂

い
た

公
的

機
関
名

 
登
録

デ
ー

タ
の

内
容

 

柱
状
図
数

 
室

内
土

質
試
験

お
よ

び
岩

石

試
験

 

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整
備
局

 
13,093

本
（

XM
L
お

よ
び

PD
F
）

 
6,876

本
の

ボ
ー

リ
ン
グ

に
対

し
て
、

40,003
試
料

の
試

験
結

果
 

 
旧
港

湾
 

3,849
本

（
PD

F
）

 
－

 
茨
城

県
 

10,801
本

（
XM

L
及
び

PD
F
）

 
－

 

栃
木

県
 

791
本

（
XM

L
及
び

PD
F
）

 
150

本
の
ボ

ー
リ
ン

グ
に
対

し
て

、
563

試
料

の
試

験
結
果

 
2,676

本
（

PD
F
）

 
－

 
 

宇
都

宮
市

 
900

本
（

PD
F
）

 
－

 

群
馬

県
 

1,320
本

（
XM

L
及
び

PD
F
）

 
－

 
2,110

本
（

XM
L
及
び

PD
F
）

 
－

 
埼
玉

県
 

4,167
本

（
PD

F
）

 
－

 
 

さ
い

た
ま

市
 

2,960
本

（
XM

L
お
よ

び
PD

F
）

 
－

 

千
葉

県
 

839
本

（
XM

L
及
び

PD
F
）

 
433

本
の
ボ

ー
リ
ン

グ
に
対

し
て
、

1,817
試

料
の

試
験

結
果

480
本

（
XM

L
及
び

PD
F
）

 
146

本
の
ボ

ー
リ
ン

グ
に
対

し
て

、
535

試
料

の
試

験
結
果

 
 

浦
安

市
 

396
本

（
XM

L
お
よ

び
PD

F
）

 
－

 

東
京

都
 

ボ
ー

リ
ン

グ
位
置

7,339
箇
所

の
登
録

 
（

柱
状

図
は

東
京

都
の

地
盤

(W
eb

版
)

で
検
索
，

閲
覧

す
る

）
 

－
 

神
奈

川
県

 
11,051

本
（

PD
F
）

 
－

 
337

本
（

XM
L
お
よ

び
PD

F
）

 
－

 
 

川
崎

市
 

2,933
本
（

PD
F
）

 
－

 

山
梨

県
 

641
本

（
XM

L
及
び

PD
F
）

 
51

本
の

ボ
ー

リ
ン

グ
に

対
し

て
、

192
試

料
の

試
験
結

果
 

1,544
本

（
XM

L
及
び

PD
F
）

 
29

本
の

ボ
ー

リ
ン

グ
に

対
し

て
、

140
試

料
の

試
験
結

果
 

独
立

行
政
法
人

鉄

道
建

設
・
運
輸

施

設
整

備
支
援
機

構

つ
く

ば
エ

ク
ス
プ

レ
ス

176
本

（
XM

L
及
び

PD
F
）

 
－

 

武
蔵

野
線

 
831

本
（

XM
L
及
び

PD
F
）

 
119

本
の

ボ
ー

リ
ン
グ

に
対

し
て

、
827

試
料

の
試

験
結
果

 
東
日

本
旅

客
鉄

道
株

式
会
社
※

 
473

本
（

PD
F
）

 
－

 
東
京

メ
ト

ロ
 

副
都

心
線

 
103

本
（

XM
L
及
び

PD
F
）

 
－

 

合
計

 
69,810

本
 

7,804
本
の

ボ
ー

リ
ン
グ

に
対

し
て
、

44,163
試
料

に
試

験
結

果
 

 
 

 
 

 
 

：
2013

年
度
版

で
新
規
に

追
加
し

た
デ

ー
タ

 
14


全
国

34
か
所
の
モ
デ
ル
化

16
17
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1
）
対
象
範
囲
、
対
象
と
す
る
地
震
動
の
設
定

2
）
東

日
本

大
震

災
で
の
被

害
の
全

貌
の
把

握
・
分

析

3
）
東

日
本

大
震

災
で
は
発

生
し
な
か
っ
た
が
地

震
動

レ
ベ

ル
が
大

き
い
と
発

生
す

る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
被

害
の
洗

い
出
し

4
）
自

治
体

の
被

害
想

定
に
は
い
っ
て
い
な
い
地

盤
関

係
の
特
殊
な
被
害

5
）
宅

地
等

に
お

け
る
地

盤
被

害
の
予

測
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
の
高

精
度

・
高

信
頼

性
化

34

4
）
自

治
体

の
被

害
想

定
に
は
い
っ
て
い
な
い
地

盤
関

係
の
特

殊
な
被

害
に
つ

い
て
見

る
と
・
・
・
。

①
揺

れ
に
関

し
て
：
溜
池
な
ど
の
谷
底
低
地
や
、
山
の
手
の
台
地
際
で
特
に

大
き
く
揺

れ
る
地

区
の
把

握

②
液

状
化

に
関

し
て
：
水
際
や
緩
や
か
な
傾
斜
地
盤
に
お
け
る
液
状
化
に
伴
う

地
盤
の
流
動
、
液
状
化
に
よ
る
地
盤
の
揺
動
、
小
規
模
な
池
な
ど
の
局
所
的
な

埋
戻
部
の
液
状
化
、

③
丘

陵
地

の
造

成
宅

地
に
関

し
て
：
盛
土
法
面
の
崩
壊
や
地
盤
全
体
の
変
位

④
平

面
道

路
の
液

状
化

に
よ
る
被

害
な
ど

35
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極
大

地
震

時
に
お
け
る
表

層
地

盤
の

強
い

非
線

形
現

象
と
そ
の

影
響

に
関

す
る
研

究
委

員
会

名
前

（
敬
称
略
）

所
属

浅
岡

顕

（
委

員
長

）
（

公
財

）
地

震
予

知
総

合
研

究
振

興
会

塩
見

忠
彦

（
副

委
員

長
）

(株
)マ

イ
ン
ド

金
田

一
広

（
幹

事
）

(株
)竹

中
工
務

店

伊
藤

民
夫

日
本

工
営

（
株

）

植
竹

富
一

（
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
）

東
京

電
力

(株
)

大
里

重
人

土
質

リ
サ

ー
チ

（
株

）

加
茂

由
紀

彦
JIP

テ
ク

ノ
サ

イ
エ

ン
ス

(株
) 解

析
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

事

業
部

東
京

技
術

営
業

部
技

術
課

河
井

正
東
北

大
学

河
村

茂
樹

日
本

物
理

探
鑛

（
株

）

小
濱

英
司

港
湾

空
港

技
術

研
究

所

澤
田

義
博

（
公

財
）

地
震

予
知

総
合

研
究

振
興

会

先
名

重
樹

国
立

研
究

開
発

法
人

防
災

科
学

技
術

研
究

所

高
稲

敏
浩

（
一

社
）

G
EO

A
SIA

研
究

会

高
橋

直
樹

三
井

住
友

建
築

㈱
技

術
本

部
技

術
研

究
所

土
質

地
盤

グ
ル

ー
プ

竹
内

秀
克

(株
)不

動
テ
ト

ラ

塚
本

将
康

川
崎

地
質

(株
) 首

都
圏

事
業
本
部

地
盤

部
地

盤
グ

ル
ー

プ

名
前

（
敬
称
略
）

所
属

中
井

健
太

郎
名
古

屋
大
学

中
田

光
彦

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
（

株
）

中
野

正
樹

名
古

屋
大

学

西
村

友
良

足
利

工
業

大
学

野
口

科
子

（
公

財
）

地
震

予
知

総
合

研
究

振
興

会

野
津

厚
港

湾
空

港
技

術
研

究
所

野
津

光
夫

(株
)不

動
テ
ト

ラ

野
田

利
弘

名
古

屋
大

学

原
弘

典
中

央
開

発
(株

)
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

福
武

毅
芳

清
水

建
設

(株
) 技

術
研

究
所

山
崎

浩
之

港
湾

空
港

技
術

研
究

所

山
田

正
太

郎
名
古

屋
大
学

吉
丸

哲
司

基
礎

地
盤

コ
ン

ザ
ル

タ
ン

ツ
(株

)
技

術
本

部
地

盤
岩

盤
解

析
室

若
井

明
彦

群
馬

大
学

大
学

院
理

工
学
府

環
境

創
生

部
門

脇
中

康
太

川
崎

地
質

(株
) 戦

略
企

画
本
部

探
査

・
数

値
解

析
ハ

イ

ブ
リ

ッ
ド

技
術

戦
略

セ
ン

タ
ー

渡
邉

泰
介

(株
)地

震
工
学

研
究
所

関
東

地
方

の
海

岸
域
は

沖
積

層
に
埋
立
て
地

盤
が

載
っ
た
軟
弱
地
盤

で
あ
る
。

首
都
圏
直
下
型
地
震
に
対
し
て
緊
急
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

の
長
周
期
震
動
に
よ
る
地
盤
の
液
状
化
、
建
物
の
被
災
、
地
震
に
よ
る
地
盤
の

沈
下
・
変
形
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
従
来
の
設
計
で
は
地
震
中
に
構
造
物
が
安
全
で
あ
れ
ば
い
い
と
い
う

概
念
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
本
震
後
、
複
数
の
余
震
な
ど
も
含
め
、
地
震
発
生
か
ら

数
日
タ
ー
ム
で
の
安
全
性
評
価
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
粘
土
地
盤
の
変
状
は
、
地
震
後
数
年
タ
ー
ム
の
現
象
で
あ
る
こ
と
も

知
ら
れ
て
き
た
。

し
た
が

っ
て
、
微
小
ひ
ず
み
領
域

の
み

な
ら
ず
大
ひ
ず
み
領
域
を
含
め
た
地
盤
の

液
状
化
、
変
形
を
正
確
に
記
述
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
加
え
て
地
震
後
の

地
盤
変
状
を
、
き
わ
め
て
長
期
の
時
間
軸
に
対

し
て
正
確
に
予
想
す
る

技
術
も
必
要
と
な
る
。

研
究
委
員
会
設
置
の
背
景

地
震
工
学
か
ら
の
問
題
提
起
と
し
て
、
岩
手
・宮

城
内
陸
地
震
で
観
測
さ
れ
た
一
関
西
の

大
き
な
加
速
度
が
あ
る
。
地
表
面
の
Ｕ
Ｄ
観
測

波
で
最
大
加
速

度
と
し
て
上
方
向

4000G
alが

観
測
さ
れ
、
ま
た
地
下
260m

の
観
測
点

で
最
大

水
平

加
速
度

が
1000G

al以
上
観
測
さ
れ

た
。
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観
測
点

地
震
地
盤

B地
震
基
盤

A

構
造
物
の
耐
震
評
価
を
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
波
を
入
力
す
る
か
も
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば

、
Ａ
点

で
の

地
震

観
測

か
ら
地

震
波

を
推

定
し
、
対

象
と
す
る
サ

イ
ト
の

基
盤
に

そ
の
推
定
し
た
波
を
入
力
し
て
Ｂ
点
の
地
震
波
を
評
価
し
た
り
す
る
。

メ
キ
シ
コ
市

の
よ
う
に
、
表

層
地

盤
が

軟
弱

で
基

盤
が

不
整

形
の

場
合

、
継
続

時
間

の
長

い
地
震
が
発
生
し
た
り
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ッ
ジ
効
果
」
、
「
な
ぎ
さ
効
果
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
増
幅
し
た

地
震
動
が
観
測
さ
れ
た
り
す
る
。

１
）
液

状
化

ま
で
含

め
た
表

層
地

盤
の

非
線
形

性
を
考

慮
し
う
る
解

析
モ
デ
ル

に
よ
る
、
工

学
基

盤
に
お
け
る
入

力
地

震
動
の

推
定

方
法

に
関

す
る
研

究

KiK‐N
ETな

ど
観
測
網
が
広
く
設
置
さ
れ
、
観
測
地
震
波
は
多
く
入
手
で
き
る
状
態
に

あ
る
も
の
の
、
地
震
動
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
表
層
地
盤
の
非
線
形
性
の
影
響
が
地

中
の

観
測

波
に
現

れ
て
く
る
と
の

指
摘

は
地

盤
工

学
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
の

み
な
ら
ず
、

地
震
工
学
者
に
よ
っ
て
も
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
き
て
い
る
。
工
学
基
盤
か
ら
の
真
の

入
力
波
に
つ
い
て
の
評
価
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
弾
塑
性

力
学

に
よ
っ
て
表

層
地

盤
の

非
線

形
性

を
考

慮
し
た
工

学
基

盤
の

入
力

波
に
つ
い

て
検

討
す
る
。

具
体
的
内
容
：

①
K‐N

ET, Kik‐N
ETの

観
測
記
録
と
地
盤
情
報
の
整
理

②
線

形
、
非

線
形

モ
デ
ル

に
よ
る
地

震
波

の
推

定
③
震
源
モ
デ
ル
か
ら
の
地
震
波
と
の
比
較

実
施

項
目

１
：

２
）
地

盤
不

整
形

が
地

表
に
及

ぼ
す
影
響

に
関

す
る
研

究

阪
神

淡
路

大
震

災
で
見

ら
れ

た
震

災
の

帯
の

よ
う
に
、
地

盤
不

整
形
性

は
、
表

面
波
も
生
み
出
し
な
が
ら
、
地
表
面
に
お
お
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
表
層
地
盤
を
剥
ぎ
取
っ
た
工
学
基
盤
や
解
放
基
盤
で
は
ど
こ
を
基
盤

面
に
す
る
か

な
ど
地

下
構

造
の

推
定

が
重

要
と
な
る
。
せ
ん
断

波
速

度
は

地
盤

の
ば
ら
つ
き
、
地
盤
の
状
態
（
飽
和
か
不
飽
和
か
）
、
Ｎ
値
と
の
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
変

わ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
工
学
基
盤
や
解
放
基
盤
と
い
わ
れ
る
Ｖ
ｓ
値
の
影
響

な
ど
不
明

な
部
分
も
多
い
。
地
盤
工
学
だ
け
で
な
く
、
地
震
工
学
、
地
質
学
の
最
新

の
知
見
を
合
わ
せ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
本

研
究

委
員

会
で
は

地
質

調
査

、
土

質
試

験
の

専
門

家
と
と
も
に
非

線
形

解
析

へ
の

入
力

物
性

に
つ
い
て
検

討
す
る
。

具
体
的
内
容
：

①
工

学
基

盤
に
つ
い
て
の

整
理

、
地

質
学

的
見

解
、
工

学
的

見
解

②
地

盤
調

査
の

精
度

、
方

法
、
な
ど
に
つ
い
て
の

課
題

抽
出

③
工

学
的

基
盤

の
位

置
に
よ
る
表

層
地

盤
の
影

響
に
つ
い
て
の

検
討

④
基
盤
不
整
形
の
影
響
の
検
討

実
施

項
目

２
：
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３
）
東

京
沿

岸
域

の
地

震
動

特
性

と
沿

岸
構

造
物

の
耐

震
性

評
価

に
関

す
る
研

究

上
記
１
）
、
２
）
の
成
果
を
も
と
に
、
東
京
沿
岸
域
の
極
大
地
震
時
の
地
震
動
評
価
と

既
設

構
造

物
の

耐
震

性
評

価
に
つ
い
て
の

検
討

を
行
う
。
比
較

的
地

盤
情

報
が

多
い
浦

安
地
区
を
最
初
の
対
象
と
す
る
。
細
粒
分
の

多
い
地
盤
の
液
状
化
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
地

盤
改

良
の

効
果

、
極

大
地

震
時
の

挙
動

等
を
検

討
す
る
。
加

え
て
他
の

地
域

の
地

盤
デ
ー
タ
収

集
を
行

い
、
東

京
湾

近
辺

の
耐

震
性

評
価

ま
で
展
開

す
る
。

実
施

項
目

３
：

第
1
回
委
員
会

平
成
27

年
8
月
11

日
（
火

曜
日

）14:00
～
17:00

地
盤
工
学
会

地
下
会
議
室

第
2
回
委
員
会

平
成
27

年
11

月
16

日
（
月
曜
日
）14:00

～
17:00

地
盤

工
学
会

活
動

予
定



2014/10/91

意
見
交
換
テ
ー
マ

（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

研
究
委
員
会
の
今
後
の

活
動

の
進

め
方

H16
～
H17

首
都

圏
直

下
地

震
に
対

す
る
地

盤
工

学
か

ら
の

提
言

策
定

委
員

会
H16

～
H19

地
盤

工
学

的
立

場
か

ら
見

た
三

宅
島

火
山

災
害

に
関

す
る
研

究
委

員
会

H16
～
H20

液
状

化
を
考

慮
し
た
地

盤
と
構

造
物

の
性

能
設

計
に
関

す
る
研

究
委

員
会

H18
～
H19

造
成

宅
地

の
耐

震
調

査
・
設

計
・
対

策
方

法
に
関

す
る
検

討
委

員
会

H18
～
H21

性
能
設
計
に
向
け
た
原
位
置
試
験
の
役
割
に
関
す
る
研
究
委
員
会

H19
～
H21

事
業

継
続

を
可

能
と
す
る
た
め
の

既
存

構
造

物
周

囲
の

地
盤

改
良

(補
強
)工

法
に
関

す
る
研

究
委

員
会

H18
～
H20

関
東
地
域
に
お
け
る
地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
と
活
用
検
討

委
員
会

H20
～
H23

地
盤

工
学

に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
事

例
研

究
委

員
会

H21
～
H24

群
杭
挙
動
の
実
証
的
研
究
委
員
会

H21
～
H24

関
東

地
域

の
火

山
由

来
地

盤
の

災
害

事
例

研
究

と
地

域
特

性
に
関

す
る
研
究
委
員
会

H21
～
H24

防
災

・
減

災
の

た
め
の

地
盤

構
造

物
の

設
計

・
施

工
法

に
関

す
る
研

究
委
員
会

H22
～
H24

薬
液
注
入
工
法
を
用
い
た
地
盤
改
良
技
術
の
今
後
の
展
開
に
関
す

る
調

査
・
検

討
会

H22
～
H25

地
盤

改
良

材
を
中

心
と
し
た
廃

石
膏

ボ
ー
ド
の

再
資

源
化

に
関

す
る

研
究
委
員
会

H23
～
H25

浦
安
市
に
お
け
る
液
状
化
対
策
技
術
検
討
調
査
委
員
会

H23
～
H25

成
宅

地
の

耐
震

対
策

に
関

す
る
研

究
委

員
会

H22
～
H25

地
下

水
位

の
回

復
に
と
も
な
う
広

域
地

盤
隆

起
の

問
題

と
そ
の

地
中

施
設

へ
の

影
響

に
関

す
る
研

究
委

員
会
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